
JLCとその物理

JLC and its Physics

SU(3),SU(2)Lx U(1)Y対称性に基づく標準理論

その鍵となるものがヒッグス粒子の発見とその性質

（質量、生成断面積、崩壊比など）の決定である。

σ

超対称性理論は『超対称性』という隠れた対称性



に基づくもので標準理論の自然な拡張である。

超対称性理論によると（最も軽い）ヒッグス粒子の質量の上限は

130GeVであり、LEP/SLCの精密実験結果等からの最適値とひじょうによ

い一致を示している。

確実なヒッグス粒子の発見とその性質の決定に最適なコライダーが、電

子・陽電子リニアコライダーのJLCである。JLCの重心系エネルギーは300

～1000GeVである。その第一期計画（JLC-I）の最高重心系エネルギーは

500GeVであり、ハドロンコライダーのLHCと同時期の2007年までの実験

開始を目指している。


